
　　○ＥＰ　○ＰＦ管　○ＰＥＧ　○ＧＺ（内外面溶融亜鉛メッキ鋼管）

　但し、絶縁劣化等により使用不能な機材においては、監督員に報告とする。）

・床下ピット内はステンレス製とし、その他の部分は鉄製全ネジボルトとする。

・埋込型照明器具に断熱材が覆い被さるものは、断熱枠取付けとする。３４．断熱枠

３５．吊りボルト

３６．再使用機材

　　　」等の関係法令に従い適切に処理する。

　場所：

　　　尚、建設廃棄物の収集・運搬は産業廃棄物処理業の許可を受けたものとする。

・監督員の指示により遅帯なく指示する。

・監督員の指示により遅帯なく提出する。
１１．工事標識等

１２．提出書類等

●原図訂正のうえ提出とする。

・施工に先立ち、工事工程表、施工計画書等を作成し監督員の承諾を受ける。１０．施工計画書等の

　　　提出 （１）

（２）

：

：

鉛丹さび止めペイント（Ａ種　ＪＩＳＫ５６２２）鉄 面

亜 鉛 め っ き 面 ジンククロメ－トさび止めペイント

（ＪＩＳ　Ｋ５６２７　２種　Ａ）

・監督員と打合せの上、色を決定すること。

４．錆止めペイント

５．合成樹脂線ぴ、

　　金属線ぴの色指定

３．ポリエチレン部及び

　　ビニール部の塗装

ラッカー系塗料 ２

ラッカー系塗料 ２露

露

屋 外 の

屋 内 の

部出

部出

備　考

２，３００

１，３００

１，５００

１，５００

１，３００

２，０００

２，３００

～

～

３００

２００

３００

２，０００

１５０

２，０００

２，２００

２，０００

～

～

～

さ高

１，３００

１，０００

４００

１３．工事用電力、

　　　水等

　　　諸手続、費用

●無し　〇有り（原則として清掃及び絶縁抵抗測定を行った後、取付けとする。

Ｂ．一　般　共　通　事　項

※ 選択項目は●印を適用とし、○印は適用しない。

名 称 構 造 ・ 種 目

〇ワイド型配線器具用は全て樹脂製とする。

数　量 単位

全て請負者の負担とする。

別契約の関係請負者が定置したものは、無償で使用できる。

○埋戻し後の建設残土は、監督員が指定する構内の場所に敷きならしとする。

○埋戻し後の建設残土は、構外搬出とし搬出及びその処理費は別途とする。

通　信　情　報　設　備　工　事

　　　さん橋類

１４．工事用仮設物

１５．足場、

１６．残土処理

１７．プレート

・設計図及び特記仕様書に記載なき事項といえども機能上当然必要と思われるものは

　、請負者の負担において完全に施工すること。

・本工事の区分及び工事内容について疑義がある場合は、速やかに監督員と打合せを

　行うと共に、改修工事に伴い発生する不測の状況については、監督員と協議の上適

　切なる処置を講じ、工事を迅速に進めること。

・図中（（ 内のものとする。

・図示のメーカーは参考とし新製品のある物は全て新製品とする。

（３）建設廃棄物の処理は次の通りとするほか「廃棄物の処理及び清掃に関する法律

・電気機械器具用のコンセントの種類及び極配置は監督員と打合わせを行い選定と

　する。

・図中特記なきものは、鋼板製錆止め塗装とする。

（（

（１）引渡しを要するもの　●無し　○有り（　　　　　　　　　　　　　　　　）

（２）特別管理産業廃棄物　●無し　○有り（　　　　　　　　　　　　　　　　）

２７．プルボックス

２８．コンセント

２９．請負者の負担

３０．盤類の仕様

３２．その他

３３．発生材の処理

Ｂ．建物概要

Ｃ．工事項目

　１．図面及び特記仕様書に記載されていない事項は全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修電気設備

　２．特記仕様書の各事項における選択項目は●印を適用とし、○印は適用しない。

　　　工事共通仕様書（最新版）及び電気設備工事標準図（最新版）による。

　資料等を提出し監督員の承諾を受ける。

・共通仕様書に記載されていない特殊な材料の工法は監督員の承諾を受けて当該

　製品の指定工法による。

　また、（社）公共建築協会が実施する「建築材料・設備機材等性能評価事業」に

　合は、評価書の写しを監督員に提出するものとする。

　よって所要の品質・性能を有することの評価を受けた材料・機材等を使用する場

　１．機材及び

　２．特殊な材料の

　　　工法

　　　製造所等

　３．電気工作物の

・本工事の主要な部分は技能士に施工させること。　又、その他の部分についても

　保全、騒音公害防止等に努めなければならない。

・請負者は工事の施工にあたり関係法令に従って交通事故防止、交通路線の維持

○　　　　版折込製本　　　　　　　部

○マイクロフィルム　　　　　　　　部

・竣工写真：１部

　による。

・工程写真及び完成写真は北海道建設部建築整備室監修営繕工事記録写真撮影要領

●　Ａ３　版２つ折製本　　　　２　部

●　Ａ４　版縮小図２つ折製本　２　部　（縮小原図共）

　　　種類

　４．技能士

　５．主任技術者

　６．現場代理人

　　　公害防止

　７．交通安全及び

　８．工事写真

　９．完成図の作成

Ａ．適　用　規　準

Ａ．工事場所

Ｄ．機　器　の　取　付　位　置

１．機器類の取付け位置は監督員の承諾を受け施工とする。

表示器

ホールドコイル

火報総合盤

火報受信機

ベル・ブザー

押釦スイッチ

テレビ機器収納盤

スイッチ（一般）

端子盤

保安器盤

コンセント（台上・畳上）

コンセント（一般）

分電盤・制御盤

照明器具（ブラケット）

引込開閉器盤

取引き用計器

機

中 心上床

中 心上床 ～

床

床

～上

上 ～

床

床

床

上

上

～

～

上

～

～

心中

心

端

心

中

中

上

器 名 称

中 心上床

床

床

～上

上 ～

仕

床

床

上

上

～

～

上

～

～

端

端

下

上

心

心

心

中

中

中

床

鏡

床

上

上 ～

上

～

～

地

測

上 ～

端

心

上

中

心

点

中

上 端

操 作 部

～床 上 心中

１．鉄面及び木部の塗装

材 料 状 態

金 属 製 位 置

ボ ッ ク ス 類

露 出

隠 ぺ い

調合ペイント

調合ペイント又は

さび止ペイント

塗 料 の 種 類

回数

２

１

内面は除く

めっき又は塗装の

はがれた部分及び

備 考

金 属 製 ダ ク ト

プ ル ボ ッ ク ス 隠

露

ぺ い

出 調合ペイント

さび止ペイント １

２

金 属 管 露 出

隠 いぺ

調合ペイント

さび止ペイント

２

めっき又は塗装の

はがれた部分に限る

尚、コンクリ－ト

埋込部分は不要と

する。

支 持 金 物

架 台 な ど

露 調合ペイント出

ア ル ミ ニ ュ ウ ム

ペ イ ン ト

２ 下塗りはさび止め

ペイント（２回）

隠 さび止ペイントぺ い ２

木 部 露 調合ペイント出

隠 いぺ 調合ペイント

３

２

塗 装 箇 所 の 状 態

屋 内 の 露 出 部

塗 料 の 種 類

調合ペイント

調合ペイント

塗り

回数

備 考

２

２

見えがかり部

下塗りはさび止め

ペイント

内面に限る

内面は除く

塗装のはがれた部分

塗 装 箇 所 塗り

２．亜鉛メッキ部の塗装

・設備機器の固定は、建設大臣官庁営繕部監修官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説（平成８年

　版）による。尚、設計用水平地震力は、次に示す設計用標準水平震度に機器の重量を乗じたもの

　とする。また、設計用鉛直地震力は設計用水平地震力の１／２とする。

上層階屋上及び塔屋

中間階

１階及び地下階

設置場所

局部震度法による建築設備機器の設計用標準水平震度

耐震安全性の分類

特定の施設 一般の施設

重要機器 一般機器 一般機器重要機器

（２．０）

２．０ １．５ １．０

（１．５）

１．５

（２．０） （２．０）

１．０１．５

（１．５） （１．５） （１．５）

１．０ ０．６

（１．０）

１．０

（１．０）

０．６

（１．０） （１．０）

０．６ ０．４

（０．６）

注）（　）内の数値は防震支持の機器の場合に適用する。

　○配電盤　○自家発電装置　○ＵＰＳ装置　○直流電源装置　

・重要機器

　○交換機　○中央監視装置　○複合防災盤

　６階建以下の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階。

・上層階の定義

・中間階の定義

　地下階、１階を除く各階で上層階に該当しない階。

　ｃ）人命及び物品の安全性確保が特に必要な施設。

　ａ）災害応急対策活動に必要な施設。

　ｂ）避難所として位置づけられた施設。

・特定の施設

露屋 外 の 部出

　し、工事監督員の確認を受けた後に、（財）日本建築情報総合センターに

　フロッピーディスクにより提出すると共に、同センター発行の「工事カルテ

３７．工事実績情報の

　　　登録

３８．耐震施工

Ｃ．塗　装　工　事　（　一　般　）

１，８００

２，０００

１，８００

取

　８００

　８００

付

・請負者は工事実績情報システム（ＣＯＲＩＮＳ）に基づき「工事カルテ」を作成

電灯設備

防災照明設備

電話設備 自動火災報知設備

自動閉鎖設備

ガス漏れ警報設備

非常警報設備

○ ○

○

〇

○外壁の屋内に取付ける位置ボックスは、全て防気カバー取付けとする。

工　事　概　要Ⅰ．

Ⅱ．工　事　仕　様

●本図に於いて指定無きは、金属プレートとする。　

○防災警報設備

２

〇

〇

○

〇

○

○

○

○

スイッチ（身体障害者用）

コンセント（身体障害者用）

外灯設備

構内配電線路設備

○

○

〇

〇

〇

○

○

○

〇

〇

電化設備

電熱設備

電気暖房設備

電気温水器設備

幹線設備

受変電設備

動力設備

ロードヒーティング設備

雷保護設備

　〇硬質塩化ビニール製（●壁部分　○露出部分　●埋込部分）

〇

○

㎡

・本工事の使用材料・製造所・商品は記載されたものとする。

　尚、同等品以上及び級の記載がある場合で記載された以外のものを使用する場合は

電　力　設　備　工　事

発電設備

静止型電源設備

構内交換設備

緊急通報設備

拡声設備

呼出設備

情報通信網設備

テレビ電波障害防除設備

構内通信線路設備

テレビ共同受信設備

電気時計設備

ナースコール設備

警備用配管設備

映像音響設備

情報表示設備

誘導支援設備

防犯入退室管理設備

　ＳＦ板（厚２５ｍｍ以上）を取付けて結露防止とする。

〇黄銅板（１４０ｘ９０ｘ１．５ｔ）とし、表示板の文字は腐蝕字記とする。

〇図中参考図の姿及び寸法は概略寸法とする。

〇外部に面する壁面及び天井面に取付ける盤及び位置ボックスは裏面にＳＰ板又は、

〇防火区画及び防火上主要な間仕切壁を貫通する配管、配線、ケ－ブルラック等が

　ある場合は、適合防火区画貫通処理を施すこと。　　　貫通

１８．結露防止

１９．接地極

２０．接地極埋設標

２１．参考図

２２．防火区画等の

２３．電線管

・次により適用するもの以外は、共通仕様書の「位置ボックス、ジョイントボックス

・電線及びケーブルは全てエコ電線及びエコケーブルを使用とする。

・材質は次による。

　・屋内は次による。

　・屋外は次による。

　　○合成樹脂線ぴ（○図中文字記号（ＰＭ）箇所のみ　○全部）

　により配線保護とする。

　等」による。

　○二重天井内のケーブル接続箇所は、ＶＶＦ用ジョイントボックス（大）とする。

　線を挿入とする。

〇長さ１ｍ以上の入線しない電線管には、電線太さ１．２ｍｍ以上のビニール被覆鉄

・図中太さ、条数及び電線管径のないものは凡例による。

〇隠ぺい配線において壁類（○間仕切が木造部分は除く）の立上げ引下げ部分及び

　　　及びジョイン

　　　電線保護物類

　　　トボックス

２４．呼び線

２５．電線及び

２６．位置ボックス

　○露出部分は適合金属線ぴボックス（○図中記号（★）印箇所のみ　○全部）

　　とする。

　　○金属線ぴ　　（○図中記号　○全部）

　○ＥＰ（防火区画壁、防火上主要な間仕切り壁）　●ＰＦ管　○ＣＤ管

　造営材貫通部分は次の適合電線保護物類により配線保護とする。

　○金属製（○天井引掛シーリング部分　○露出部分　○埋込部分

　　　　　　○防火区画等間仕切り壁埋込部分）

　受領書の写しを工事監督員に提出する事。

〇Ａ種用、Ｂ種用、Ｃ種用、避雷用は全て銅板９００ｘ９００ｘ１．５ｔとし、

　Ｄ種用は銅棒１４φｘ１５００Ｌ以上とする。

３１．既設の電気機材

　（対象工事：１０００万円以上の全工事）

　手続きは全て請負人が代行し速やかに行い、費用は全て請負者の負担とする。

・本工事に必要な工事用電力、水等の費用は請負人の負担とする。

　本工事の施工や撤去に必要な官公署、電力会社、電話会社、その他関係機関への

鉄筋コンクリート造中頓別町立中学校改修工事

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

〇一般用電気工作物　●事業用電気工作物

　技能士に施工させるように努めること。　○１級　●２級

・資格　１級電気工事施工管理技師　現場常駐　○する　●しない

・資格　１級電気工事施工管理技師　現場常駐　○する　●しない

〇樹脂製（○モダン　○樹れい）　●アルミ製　○ステンレス製　○絶縁枠付

　合成樹脂可とう電線管（●ＰＦＳ管　○ＰＦＤ管　○ＣＤ管）とする。

　○金属くず　○ガラス類　○プラスチック類

　　　建設廃棄物の種類ごとに選別　（○選別する。　○選別しない。）

〇露出配線において壁類及び機器類の立上げ引下げ部分は次の適合電線保護物類

　　○ＥＰ　○ＰＦ管　〇ＰＥＧ　●ＧＺ（内外面溶融亜鉛メッキ鋼管）

〇

〇

○国土交通省型　●製造者標準型

〇 電気錠設備

〇

１.防火区画等を貫通する配線は次による。

　(a)壁貫通部　・隠蔽箇所及び露出箇所は金属管(EP)による200mm以上の配管とし

　　　　　　 　  管端部は防火処理を施すこと。

               ・壁の防火区画等を貫通する合成樹脂管はｸｲｯｸ工法等により貫通処理を行う

(b)壁立下げ部　・電線管の壁貫通箇所周囲と、壁埋込耐火ﾎﾞｯｸｽの電線管接続箇所に、

　　　　　　　　 それぞれ熱膨張性耐熱ｼｰﾙ材を充填する。

２.防火区画等貫通部は不燃物等で埋戻しを行うものとする

北海道枝幸郡中頓別町字中頓別30

電気特記仕様書（１）

その他設計者代表となる設計者

構造一級建築士

第　号
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設計図

担当 DRAWING NO.
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１３-1.共通事項 　本図においてエコケーブルは、一般型ケーブルに変更可能とする。

MM1-A型 1種金属せんぴを用いて露出配線を行う。必要か所にｺｰﾅｰﾎﾞｯｸｽ・露出ﾎﾞｯｸｽを設ける。



　　○ＥＰ　○ＰＦ管　○ＰＥＧ　○ＧＺ（内外面溶融亜鉛メッキ鋼管）

　但し、絶縁劣化等により使用不能な機材においては、監督員に報告とする。）

・床下ピット内はステンレス製とし、その他の部分は鉄製全ネジボルトとする。

・埋込型照明器具に断熱材が覆い被さるものは、断熱枠取付けとする。３４．断熱枠

３５．吊りボルト

３６．再使用機材

　　　」等の関係法令に従い適切に処理する。

　場所：

　　　尚、建設廃棄物の収集・運搬は産業廃棄物処理業の許可を受けたものとする。

・監督員の指示により遅帯なく指示する。

・監督員の指示により遅帯なく提出する。
１１．工事標識等

１２．提出書類等

●原図訂正のうえ提出とする。

・施工に先立ち、工事工程表、施工計画書等を作成し監督員の承諾を受ける。１０．施工計画書等の

　　　提出 （１）

（２）

：

：

鉛丹さび止めペイント（Ａ種　ＪＩＳＫ５６２２）鉄 面

亜 鉛 め っ き 面 ジンククロメ－トさび止めペイント

（ＪＩＳ　Ｋ５６２７　２種　Ａ）

・監督員と打合せの上、色を決定すること。

４．錆止めペイント

５．合成樹脂線ぴ、

　　金属線ぴの色指定

３．ポリエチレン部及び

　　ビニール部の塗装

ラッカー系塗料 ２

ラッカー系塗料 ２露

露

屋 外 の

屋 内 の

部出

部出

備　考
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１５０

２，０００

２，２００

２，０００

～

～

～

さ高

１，３００

１，０００

４００

１３．工事用電力、

　　　水等

　　　諸手続、費用

●無し　〇有り（原則として清掃及び絶縁抵抗測定を行った後、取付けとする。

Ｂ．一　般　共　通　事　項

※ 選択項目は●印を適用とし、○印は適用しない。

名 称 構 造 ・ 種 目

〇ワイド型配線器具用は全て樹脂製とする。

数　量 単位

全て請負者の負担とする。

別契約の関係請負者が定置したものは、無償で使用できる。

○埋戻し後の建設残土は、監督員が指定する構内の場所に敷きならしとする。

○埋戻し後の建設残土は、構外搬出とし搬出及びその処理費は別途とする。

通　信　情　報　設　備　工　事

　　　さん橋類

１４．工事用仮設物

１５．足場、

１６．残土処理

１７．プレート

・設計図及び特記仕様書に記載なき事項といえども機能上当然必要と思われるものは

　、請負者の負担において完全に施工すること。

・本工事の区分及び工事内容について疑義がある場合は、速やかに監督員と打合せを

　行うと共に、改修工事に伴い発生する不測の状況については、監督員と協議の上適

　切なる処置を講じ、工事を迅速に進めること。

・図中（（ 内のものとする。

・図示のメーカーは参考とし新製品のある物は全て新製品とする。

（３）建設廃棄物の処理は次の通りとするほか「廃棄物の処理及び清掃に関する法律

・電気機械器具用のコンセントの種類及び極配置は監督員と打合わせを行い選定と

　する。

・図中特記なきものは、鋼板製錆止め塗装とする。

（（

（１）引渡しを要するもの　●無し　○有り（　　　　　　　　　　　　　　　　）

（２）特別管理産業廃棄物　●無し　○有り（　　　　　　　　　　　　　　　　）

２７．プルボックス

２８．コンセント

２９．請負者の負担

３０．盤類の仕様

３２．その他

３３．発生材の処理

Ｂ．建物概要

Ｃ．工事項目

　１．図面及び特記仕様書に記載されていない事項は全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修電気設備

　２．特記仕様書の各事項における選択項目は●印を適用とし、○印は適用しない。

　　　工事共通仕様書（最新版）及び電気設備工事標準図（最新版）による。

　資料等を提出し監督員の承諾を受ける。

・共通仕様書に記載されていない特殊な材料の工法は監督員の承諾を受けて当該

　製品の指定工法による。

　また、（社）公共建築協会が実施する「建築材料・設備機材等性能評価事業」に

　合は、評価書の写しを監督員に提出するものとする。

　よって所要の品質・性能を有することの評価を受けた材料・機材等を使用する場

　１．機材及び

　２．特殊な材料の

　　　工法

　　　製造所等

　３．電気工作物の

・本工事の主要な部分は技能士に施工させること。　又、その他の部分についても

　保全、騒音公害防止等に努めなければならない。

・請負者は工事の施工にあたり関係法令に従って交通事故防止、交通路線の維持

○　　　　版折込製本　　　　　　　部

○マイクロフィルム　　　　　　　　部

・竣工写真：１部

　による。

・工程写真及び完成写真は北海道建設部建築整備室監修営繕工事記録写真撮影要領

●　Ａ３　版２つ折製本　　　　２　部

●　Ａ４　版縮小図２つ折製本　２　部　（縮小原図共）

　　　種類

　４．技能士

　５．主任技術者

　６．現場代理人

　　　公害防止

　７．交通安全及び

　８．工事写真

　９．完成図の作成

Ａ．適　用　規　準

Ａ．工事場所

Ｄ．機　器　の　取　付　位　置

１．機器類の取付け位置は監督員の承諾を受け施工とする。

表示器

ホールドコイル

火報総合盤

火報受信機

ベル・ブザー

押釦スイッチ

テレビ機器収納盤

スイッチ（一般）

端子盤

保安器盤

コンセント（台上・畳上）

コンセント（一般）

分電盤・制御盤

照明器具（ブラケット）

引込開閉器盤

取引き用計器

機
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器 名 称

中 心上床

床

床

～上
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仕

床

床

上

上

～

～

上

～

～

端
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心

心

心

中

中
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床

鏡
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上
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～

～

地

測

上 ～

端

心

上

中

心

点

中

上 端

操 作 部

～床 上 心中

１．鉄面及び木部の塗装

材 料 状 態

金 属 製 位 置

ボ ッ ク ス 類

露 出

隠 ぺ い

調合ペイント

調合ペイント又は

さび止ペイント

塗 料 の 種 類

回数

２

１

内面は除く

めっき又は塗装の

はがれた部分及び

備 考

金 属 製 ダ ク ト

プ ル ボ ッ ク ス 隠

露

ぺ い

出 調合ペイント

さび止ペイント １

２

金 属 管 露 出

隠 いぺ

調合ペイント

さび止ペイント

２

めっき又は塗装の

はがれた部分に限る

尚、コンクリ－ト

埋込部分は不要と

する。

支 持 金 物

架 台 な ど

露 調合ペイント出

ア ル ミ ニ ュ ウ ム

ペ イ ン ト

２ 下塗りはさび止め

ペイント（２回）

隠 さび止ペイントぺ い ２

木 部 露 調合ペイント出

隠 いぺ 調合ペイント

３

２

塗 装 箇 所 の 状 態

屋 内 の 露 出 部

塗 料 の 種 類

調合ペイント

調合ペイント

塗り

回数

備 考

２

２

見えがかり部

下塗りはさび止め

ペイント

内面に限る

内面は除く

塗装のはがれた部分

塗 装 箇 所 塗り

２．亜鉛メッキ部の塗装

・設備機器の固定は、建設大臣官庁営繕部監修官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説（平成８年

　版）による。尚、設計用水平地震力は、次に示す設計用標準水平震度に機器の重量を乗じたもの

　とする。また、設計用鉛直地震力は設計用水平地震力の１／２とする。

上層階屋上及び塔屋

中間階

１階及び地下階

設置場所

局部震度法による建築設備機器の設計用標準水平震度

耐震安全性の分類

特定の施設 一般の施設

重要機器 一般機器 一般機器重要機器

（２．０）

２．０ １．５ １．０

（１．５）

１．５

（２．０） （２．０）

１．０１．５

（１．５） （１．５） （１．５）

１．０ ０．６

（１．０）

１．０

（１．０）

０．６

（１．０） （１．０）

０．６ ０．４

（０．６）

注）（　）内の数値は防震支持の機器の場合に適用する。

　○配電盤　○自家発電装置　○ＵＰＳ装置　○直流電源装置　

・重要機器

　○交換機　○中央監視装置　○複合防災盤

　６階建以下の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階。

・上層階の定義

・中間階の定義

　地下階、１階を除く各階で上層階に該当しない階。

　ｃ）人命及び物品の安全性確保が特に必要な施設。

　ａ）災害応急対策活動に必要な施設。

　ｂ）避難所として位置づけられた施設。

・特定の施設

露屋 外 の 部出

　し、工事監督員の確認を受けた後に、（財）日本建築情報総合センターに

　フロッピーディスクにより提出すると共に、同センター発行の「工事カルテ

３７．工事実績情報の

　　　登録

３８．耐震施工

Ｃ．塗　装　工　事　（　一　般　）

１，８００

２，０００

１，８００

取

　８００

　８００

付

・請負者は工事実績情報システム（ＣＯＲＩＮＳ）に基づき「工事カルテ」を作成

電灯設備

防災照明設備

電話設備 自動火災報知設備

自動閉鎖設備

ガス漏れ警報設備

非常警報設備

○ ○

○

〇

○外壁の屋内に取付ける位置ボックスは、全て防気カバー取付けとする。

工　事　概　要Ⅰ．

Ⅱ．工　事　仕　様

●本図に於いて指定無きは、金属プレートとする。　

○防災警報設備

２

〇

〇

○

〇

○

○

○

○

スイッチ（身体障害者用）

コンセント（身体障害者用）

外灯設備

構内配電線路設備

○

○

〇

〇

〇

○

○

○

〇

〇

電化設備

電熱設備

電気暖房設備

電気温水器設備

幹線設備

受変電設備

動力設備

ロードヒーティング設備

雷保護設備

　〇硬質塩化ビニール製（●壁部分　○露出部分　●埋込部分）

〇

○

㎡

・本工事の使用材料・製造所・商品は記載されたものとする。

　尚、同等品以上及び級の記載がある場合で記載された以外のものを使用する場合は

電　力　設　備　工　事

発電設備

静止型電源設備

構内交換設備

緊急通報設備

拡声設備

呼出設備

情報通信網設備

テレビ電波障害防除設備

構内通信線路設備

テレビ共同受信設備

電気時計設備

ナースコール設備

警備用配管設備

映像音響設備

情報表示設備

誘導支援設備

防犯入退室管理設備

　ＳＦ板（厚２５ｍｍ以上）を取付けて結露防止とする。

〇黄銅板（１４０ｘ９０ｘ１．５ｔ）とし、表示板の文字は腐蝕字記とする。

〇図中参考図の姿及び寸法は概略寸法とする。

〇外部に面する壁面及び天井面に取付ける盤及び位置ボックスは裏面にＳＰ板又は、

〇防火区画及び防火上主要な間仕切壁を貫通する配管、配線、ケ－ブルラック等が

　ある場合は、適合防火区画貫通処理を施すこと。　　　貫通

１８．結露防止

１９．接地極

２０．接地極埋設標

２１．参考図

２２．防火区画等の

２３．電線管

・次により適用するもの以外は、共通仕様書の「位置ボックス、ジョイントボックス

・電線及びケーブルは全てエコ電線及びエコケーブルを使用とする。

・材質は次による。

　・屋内は次による。

　・屋外は次による。

　　○合成樹脂線ぴ（○図中文字記号（ＰＭ）箇所のみ　○全部）

　により配線保護とする。

　等」による。

　○二重天井内のケーブル接続箇所は、ＶＶＦ用ジョイントボックス（大）とする。

　線を挿入とする。

〇長さ１ｍ以上の入線しない電線管には、電線太さ１．２ｍｍ以上のビニール被覆鉄

・図中太さ、条数及び電線管径のないものは凡例による。

〇隠ぺい配線において壁類（○間仕切が木造部分は除く）の立上げ引下げ部分及び

　　　及びジョイン

　　　電線保護物類

　　　トボックス

２４．呼び線

２５．電線及び

２６．位置ボックス

　○露出部分は適合金属線ぴボックス（○図中記号（★）印箇所のみ　○全部）

　　とする。

　　○金属線ぴ　　（○図中記号　○全部）

　○ＥＰ（防火区画壁、防火上主要な間仕切り壁）　●ＰＦ管　○ＣＤ管

　造営材貫通部分は次の適合電線保護物類により配線保護とする。

　○金属製（○天井引掛シーリング部分　○露出部分　○埋込部分

　　　　　　○防火区画等間仕切り壁埋込部分）

　受領書の写しを工事監督員に提出する事。

〇Ａ種用、Ｂ種用、Ｃ種用、避雷用は全て銅板９００ｘ９００ｘ１．５ｔとし、

　Ｄ種用は銅棒１４φｘ１５００Ｌ以上とする。

３１．既設の電気機材

　（対象工事：１０００万円以上の全工事）

　手続きは全て請負人が代行し速やかに行い、費用は全て請負者の負担とする。

・本工事に必要な工事用電力、水等の費用は請負人の負担とする。

　本工事の施工や撤去に必要な官公署、電力会社、電話会社、その他関係機関への

鉄筋コンクリート造中頓別町立中学校改修工事

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

〇一般用電気工作物　●事業用電気工作物

　技能士に施工させるように努めること。　○１級　●２級

・資格　１級電気工事施工管理技師　現場常駐　○する　●しない

・資格　１級電気工事施工管理技師　現場常駐　○する　●しない

〇樹脂製（○モダン　○樹れい）　●アルミ製　○ステンレス製　○絶縁枠付

　合成樹脂可とう電線管（●ＰＦＳ管　○ＰＦＤ管　○ＣＤ管）とする。

　○金属くず　○ガラス類　○プラスチック類

　　　建設廃棄物の種類ごとに選別　（○選別する。　○選別しない。）

〇露出配線において壁類及び機器類の立上げ引下げ部分は次の適合電線保護物類

　　○ＥＰ　○ＰＦ管　〇ＰＥＧ　●ＧＺ（内外面溶融亜鉛メッキ鋼管）

〇

〇

○国土交通省型　●製造者標準型

〇 電気錠設備

〇

１.防火区画等を貫通する配線は次による。

　(a)壁貫通部　・隠蔽箇所及び露出箇所は金属管(EP)による200mm以上の配管とし

　　　　　　 　  管端部は防火処理を施すこと。

               ・壁の防火区画等を貫通する合成樹脂管はｸｲｯｸ工法等により貫通処理を行う

(b)壁立下げ部　・電線管の壁貫通箇所周囲と、壁埋込耐火ﾎﾞｯｸｽの電線管接続箇所に、

　　　　　　　　 それぞれ熱膨張性耐熱ｼｰﾙ材を充填する。

２.防火区画等貫通部は不燃物等で埋戻しを行うものとする
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電気特記仕様書（１）

その他設計者代表となる設計者

構造一級建築士

第　号

TITLE

設計図

担当 DRAWING NO.

DRAWING DATE.

BUSINESS NO.SCALE

DRAWING NAME

ＮＯＳＣＡＬＥ

2024.07

検図

設備一級建築士

第      号

一級建築士事務所　北海道知事登録 （石）第323号
法適合設計者(確認者)管理建築士

一級建築士

岡田　幸生第314057号

Ｅ-０１

2,811.084

鉄筋コンクリート造

中頓別町立中学校改修工事
0000

１３-1.共通事項 　本図においてエコケーブルは、一般型ケーブルに変更可能とする。

MM1-A型 1種金属せんぴを用いて露出配線を行う。必要か所にｺｰﾅｰﾎﾞｯｸｽ・露出ﾎﾞｯｸｽを設ける。



．０２

Ｆ．工　事　区　分

１．電灯設備工事

Ｇ．設備工事仕様

２．動力設備工事

３．幹線設備工事

４．受変電設備工事

７．拡声設備工事

８．誘導支援設備

９．テレビ共同受信設備工事

１０．電気時計設備工事

１１．自動火災報知設備工事

１２．自動閉鎖設備工事

１３．ガス漏れ警報設備工事

１９．自家発電設備工事

１８．構内交換設備工事

１７．構内通信線路設備工事

１６．構内配電線路設備工事

１５．外灯設備工事

１４．雷保護設備工事

　　図中特記の無い配管配線は次による。Ｉ．

Ｈ．凡　例

電 気 方 式

電 方気 式 ●３相３線式　２００Ｖ　５０Ｈｚ

○単相２線式　１００Ｖ　５０Ｈｚ

○単相２線式　２００Ｖ　５０Ｈｚ

施 工 範 囲 ●配管　　●配線　　●器具付

○単相２線式　２００Ｖ　　　　　　５０Ｈｚ

○単相２線式　１００Ｖ　　　　　　５０Ｈｚ

電 気 方 式

施 範工 囲

施 工 範 囲

主 装 置

増 器

ス ピ － カ －

ア ッ テ ネ － タ －

配線と機器の接続

そ の 他

○コネクタ－接続　　○直接接続

機 器 種 別

●相互式　　●モニターテレビ　　●カメラ付ドアホン

増 器

衛生放送用アンテナ

分 配 器 ・ 分 岐 器

○露出　　●埋込　　〇１端子　　●２端子　　○ＢＳ対応　　●ＣＳ対応　　

● デジタル対応　　○ＢＬ規格

受 信 機

火 災 通 報 装 置

発 信 機

電 鈴

機 器 取 付 方 法

表 示 灯

〇屋内型　　○屋外型（防水）

〇屋内型　　○屋外型（防水）

連 動 制 御 盤

感 知 器

電 気 錠

受 信 機 ○露出形　　○埋込形  　○自立型　　

○都市ガス用　　○ＬＰガス用　　

○有　　○別途

○埋込型　　○露出型　　○表示灯付

検 知 器

中 継 器

避 雷 導 体

接 続 函

代 替 導 線

○突針　　○棟上導体　　○接地極のみ

○要　　○不要

○鉄骨を利用　　○鉄筋を利用　　○代替無し

電 気 方 式

施 工 方 式

ケ－ブル保護材料

点 滅 方 式

ポ － ル

○架空配線式　　●地中配線式

●自動式　　〇手動式

〇ストレ－ト　　●テ－パ　　

電 気 方 式

施 工 方 法

ケ－ブル保護材料

名 札

塩 害 防 止 ○変圧器、開閉器、しゃ断器、ＰＣＳ、ブッシング碍子、リ－ド線塗装等は

施 工 方 法

ケ－ブル保護材料

名 札

施 工 範 囲

交 換 機

局 線 中 継 台

本 配 線 盤

配 線 方 式

フロア－ボックス

ロ－テション

アウトレット

○クロスバ分散型　　○クロスバ簡易キャビネット

○クロスバキャビネット型　　○クロスバ架型　　○電子交換機

○無ひも式局線巾継台　　○ひも式局線巾継台

○自立フレ－ム片面型　　○自立フレ－ム両面型

○配管配線　　○ダクト配線　　○ケ－ブル配線　　○床上配線

・水平高低調整付　　アウトレットボックス　１１９ｘ１１９ｘ５４ｍｍ

・ＰＶＣ線引出し用　　○アルミ合金製　　○砲金製

　　　　　　　　　　　○クラゲ型　　○クロバ－型　　○亀甲型

　　　　　　　　　　　○内線電話用

・ケ－ブル引出し用　　○アルミ合金製　　○砲金製

　　　　　　　　　　　○クラゲ型　　○クロバ－型　　○亀甲型

　　　　　　　　　　　○ボタン電話用

プ レ － ト

電 話 機

○角型（○ステンレス　○新金属　○合成樹脂）

○丸型（○ステンレス　○新金属　○合成樹脂）

○一般内線電話機　　○局線受付電話機　　○ボタン電話機

施 工 範 囲

発 電 装 置

発 電 機

始 動 装 置

停 止 装 置

配 電 盤

燃 料 油

配 管 材 料

○簡易形　　○キュ－ビクル形

　　　　　ＫＶＡ

原 電 機

○電気始動方式　　○空気始動方式

○燃料遮断方式　　○吸入空気遮断方式

○灯油（○１号　　○２号）

○軽油（○１号　　○２号　　○３号　　○特３号）

○重油（○１号　　○２号）

・油系　　　○鋼管　　○銅管

・冷却水系　○鋼管

・空気系　　○鋼管　　○圧力鋼管

・排気系　　○鋼管　　○銅管類

名 称

蛍光灯器具

蛍光灯器具（壁付）

蛍光灯器具

白熱灯器具（壁付）

非常用照明器具（壁付）

コンセント（壁付）

フロアコンセント

換気扇

スイッチ　片切

スイッチ　両切

スイッチ　３路

強弱パイロットランプ付スイッチ

配電函

電力量計

電力量計（収納箱共）

電動機

コンデンサ－

電灯盤

動力盤・制御盤

プルボックス

配管のみ 立上げ・素通し・引下げ

架空引込位置

押釦（壁付）

スピ－カ－

両面スピ－カ－

トランペットスピ－カ－

アッテネ－タ－

マイクコンセント

増幅器

親時計

子時計

端子盤

インタ－ホン親機

インタ－ホン子機

差動式スポット形感知器

定温式スポット形感知器

煙感知器

差動式分布形感知器

空気管

受信機

副受信機

手動発信機

火災報知電鈴

表示灯

試験押釦

アンテナ

混合器

分岐器

分配器

直列ユニット

標識板

防火戸制御盤

避雷針

電 話 機

ド ア ホ ン

○ボタン電話機　　○６０１Ａ　　○卓上型　　○壁掛型

　（○標準色　○指定色）

○露出型　　○埋込型

○壁掛型　　○床置型　　○ラック内組込

●配管　　●配線　　●器具付

○卓上型　　○ラック型　　○ディスク型

●ＢＳ対応　　○ＣＳ対応　　○双方向　　○ＢＬ規格　　●デジタル対応

・防火戸用ラッチ式

・３８ｍｍ　銅捻線

●単相２線式　　○単相３線式　　○１００Ｖ　　●２００Ｖ　　５０Ｈｚ

●波付硬質ポリエチレン管　　○ポリエチレンライニング鋼管　　

○ジュ－ト巻鋼管　　○鉄筋コンクリ－ト管　　○コンクリートトラフ

・高圧　●３相３線式

ケ － ブ ル 埋 設 標 ●コンクリ－ト製　　○鉄製　　※頂部に方向矢印を刻印したものとする。

ケ － ブ ル 埋 設 標

ＮＴＴ仕様による。

○配管　　○配線　　○器具付　　○保安用接地

○配管　　○配線　　○器具付

蛍光灯器具又は白熱灯器具

非常用照明器具（天井付）

非常用照明器具（蛍光灯）

ＨＩＤ灯

漏電警報器

接地極

露出配管配線

床隠ぺい配管配線

天井隠ぺい配管配線

天井隠ぺいケーブル配線又は、

パルス発生器

テレビ機器収納盤

電話保安器盤

電話受口

ＩＥ１．６ｘ　２ （１６）

ＩＥ１．６ｘ　３

ＩＥ１．６ｘ　４

ＩＥ１．６ｘ　５

ＩＥ１．６ｘ　６

ＩＥ１．６ｘ　７

ＩＥ１．６ｘ　８

ＩＥ２．０ｘ　２

ＩＥ２．０ｘ　３

ＩＥ２．０ｘ　４

ＩＥ２．０ｘ　５

ＩＥ２．０ｘ　６

（１６）

（１６）

（１６）

（１６）

（２２）

（２２）

（１６）

（１６）

（１６）

（２２）

（２２）

・電力会社規格のものとする。

●ケ－ブル外形の１．５倍以上を有する内径のものとし、配管種別は次による。

〇露出形　　○埋込形  　○自立型　　

〇消防機関へ通報するもの

○露出形　　●埋込形　　○屋外型（防水）　

○露出形　　○埋込形  　○自立型　　

●露出形　　○埋込形　　

幅

源 部電

幅

○壁付（収納箱付）　○機器収納盤内組込

スイッチ　４路

スイッチ　確認表示灯付

・コネクタ－接続による。

●壁掛型　　○自立型　　○ラックマウント型

器

親

配 と線 機

時

接の 続

計

施 工 範 囲

施 工 範 囲

工施 範 囲

工施 範 囲

工施 範 囲

工施 範 囲

工施 範 囲

リモコンスイッチ　

（２２）

（２２）

（２２）

（２２）

（１６）

（１６）

（１６）

（１６）

（１６）

（１６）

（１６）

（１６）

（２２）

（２２）

ＩＥ２．０ｘ　３

ＩＥ２．０ｘ　４

ＩＥ２．０ｘ　６

ＩＥ２．０ｘ　５

ＩＥ１．６ｘ　９

ＩＥ１．６ｘ１０

ＩＥ２．０ｘ　２

ＩＥ１．６ｘ　５

ＩＥ１．６ｘ　７

ＩＥ１．６ｘ　８

ＩＥ１．６ｘ　６

ＩＥ１．６ｘ　２

ＩＥ１．６ｘ　３

ＩＥ１．６ｘ　４

ＩＥ２．０ｘ　３ （１９）

ＩＥ２．０ｘ　５

ＩＥ２．０ｘ　６

ＩＥ２．０ｘ　４

（２５）

（２５）

（２５）

ＩＥ１．６ｘ　４

ＩＥ１．６ｘ　３

ＩＥ１．６ｘ　２

ＩＥ１．６ｘ　６

ＩＥ１．６ｘ　８

ＩＥ１．６ｘ　７

ＩＥ１．６ｘ　５

ＩＥ２．０ｘ　２

ＩＥ１．６ｘ１０

ＩＥ１．６ｘ　９

（２５）

（３１）

（１９）

（３１）

（２５）

（２５）

（２５）

（１９）

（１９）

（１９）

自動点滅器

●壁掛型　　○卓上型

●波付硬質ポリエチレン管　　〇ポリエチレンライニング鋼管　　

●コンクリ－ト製　　○鉄製　　※頂部に方向矢印を刻印したものとする。

誘導灯

直 列 ユ ニ ッ ト

○双方向　　●Ｆ形接栓　　●デジタル対応

テ送上地 放 ア用 ン ナ

地中電線路

スピーカーコンセント

ノズルプレート又はカバープレート

ＩＥ１．６ｘ１２

ＩＥ１．６ｘ１１

（２８）

（２２）

受 雷 部 記 号 記 号 称名

　一次側配管配線及び接続

・電動機器及び制御盤の電源供給と

・同上制御・信号回路の配管配線及び接続

・電極保持器及び電極棒取付

　防煙ダンパ－までの配管配線及び接続

　制御盤と配管配線及び接続

・連動制御盤から防火戸、防火シャッター、

・防火戸等の自動閉鎖装置のための連動制御盤、

　煙感知器、防火戸用電気錠の製作及び取付

・機械器具の電源供給と配管配線及び接続

・消火栓ポンプ等の起動回路及び表示灯回路の

・躯体のスリ－ブ、箱抜ボックス入

・換気扇フ－ドの製作取付

・電気機器の基礎・架台

・電動シャッタ－、自動ドアの電源供給と

　一次側配管配線及び接続

・昇降機の電源供給と一次側配管配線及び接続

項 備　　　　　　考

長さの指示は機械

二次側配管配線は

二次側配管配線は

目 建築

補強は建築

機械電気

・電気設備工事による配管配線を機械器具に

・高圧機器のうち、振動又は騒音を発するものは防振処理を施すこと。防 振 処 理

ケーブル立上げ・

引 下 げ 用 保 護 管

下引

ーケ 上

保用げ

ルブ 立

管護

・げ

　接続する作業

○架空配線式　　●地中配線式

●配管　　●配線　　●器具付

●配管　　●配線　　●器具付

●配管　　●配線　　●器具付

●配管　　●配線　　●器具付

●配管　　●配線　　●器具付

●配管　　●配線　　●器具付

●配管　　●配線　　●器具付

自 家 発 電 機 ○仮設電源用

ＥＥＦ１．６－２ｃ

ＥＥＦ１．６－３ｃ

ＥＥＦ１．６－２ｃ～２

ＥＥＦ１．６－３ｃ＋２ｃ

ＥＥＦ１．６－３ｃ～２

ＥＥＦ１．６－３ｃ＋２ｃ～２

ＥＥＦ１．６－３ｃ～２＋２ｃ

ＥＥＦ１．６－３ｃ～３

ＥＥＦ１．６－３ｃ～２＋２ｃ～２

ＥＥＦ１．６－３ｃ～３＋２ｃ

ＥＥＦ１．６－３ｃ～４

ＥＥＦ１．６－２ｃ～２＋３ｃ～３

ＥＥＦ１．６－３ｃ～４＋２ｃ

ＥＥＦ２．０－２ｃ

ＥＥＦ２．０－３ｃ

ＥＥＦ２．０－２ｃ～２

ＥＥＦ２．０－２ｃ＋３ｃ

ＥＥＦ２．０－３ｃ～２

〇厚鋼電線管（内外面亜鉛メッキ）　　○鉄筋コンクリ－ト管　　○コンクリートトラフ

●ＵＨＦ（デジタル対応）　　〇ＢＬ規格　　●壁掛型　　○自立型　

●配管　　●配線　　●器具付

・低圧　●３相３線式　　○単相２線式　　●単相３線式

H

４

３

Ｌ

Ｒ

Ａ

Ｋ

Ｇ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｓ

Ｍ

ＡＭＰ

Ｊ

Ｊ

２Ｐ

Ｓ

Ｍ

ｔ

ｔ

Ｓ

Ｐ

Ｂ

Ｊ

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

２０．

２０．

２０．

７

８

．０２

２０．

２０．

２０．

７

８

９

１０

１１

１２

０２．

０２．

０２．

０２．

７

８

９

１０

０２．

０２．

０２．

０２．

２

○

○

● ○

○

○

○

○

●

●

●

●

●

（○耐塩用　○重耐縁用）とする。

●分岐　　単相２線式　１００Ｖ　　　　　　５０Ｈｚ

●分岐　　単相２線式　２００Ｖ　　　　　　５０Ｈｚ

施 工 範 囲 ●埋込いんぺい　　●露出　　●配管　　●配線　　●器具付

点 滅 器

●強弱型換気扇用スイッチ（片切ＬＥＤ内蔵スイッチ＋３路スイッチ）

〇自動点滅器（埋込型）

コ ン セ ン ト

照明器具の吊ボルト ・蛍光灯器具４０ｗｘ１灯用以上の取付は埋込ボルト（φ　９ｍｍ以上）２本以上を

　用いて吊下げ支持する。但し２０ｗ２灯用以下はこの限りでない。

予 備 回 路 の 配 管

　ボックス及び丸カバープレ－トを取付けとする。

蛍 光 灯 と 安 定 器

・但しホ－ムライトは上記以外のものでもよい。

○単一形　　●大角連用形　　〇ワイドハンドル形

●位置表示灯付（ネオンランプ）

●確認表示灯付（パイロットランプ）（換気扇用）

○単一形　　●大角連用形　　○複式形　　〇アップコン　●金属プレート

・分電盤からの立上がり予備配管は（２８）相当とし、予備回路が４以下で１本以上

　とし、５以上で２本以上とする。

・直管２０Ｗ以上はグロースタート式高力率型とする。

・直管４０Ｗ以上はラピットスタート式高力率型とする。

○特殊コンセントは表示付及びゴムプラグ付属とする

○ネーム付スイッチは次の通りとする。

　　○有圧扇用と３線式シャッター用

・天井埋込形照明器具は断熱枠を取付と　○する　○しない。断　　　熱　　　枠

誘　 導　 標 　識 ・蓄光型

　　○全部　●１カ所に４個以上取付となるもの。　●強弱型換気扇用

・天井スラブの場合は天井又は梁下から２００ｍｍ下の位置に中四角深形アウトレット

５．電話設備工事

６．構内交換設備工事

施 工 範 囲

主 装 置

電 話 機

ド ア ホ ン

　（●標準色　○指定色）

○露出型　　○埋込型

○壁掛型　　●床置型　　○ラック内組込

●配管　　●配線　　●器具付

●ボタン電話機　　○６０１Ａ　　○卓上型　　○壁掛型

・埋込照明器具、埋込盤、埋込ボックス、換気扇、

・同上設備機器用の仕上材切込 ●

　吹出口等を取付るための下地開口及び開口補強

●内外面溶融亜鉛メッキ鋼管　　〇ポリエチレンライニング鋼管　　

●３相３線式　２００Ｖ　　　　　　５０Ｈｚ

●単相３線式　１００Ｖ／２００Ｖ　５０Ｈｚ

○

○

○

○

○

○

○

○建築　　○電気

○建築　　○電気

・消防法による非常警報設備と　○する　　●しない

●スピ－カ－取付　　●壁埋込形　　○露出形

●天井埋込型　　●壁掛型

○送受話器式同時通話方式　　○高声式同時通話法式　　●親子式　　○複合式

〇ＢＳ　　〇ＣＳ　　○ＢＬ規格　　○壁掛型　　○自立型

〇総合盤　　○消火栓函（別途）組込　　●単独設置

〇架空配線式　　●地中配線式

●波付硬質ポリエチレン管　　〇ポリエチレンライニング鋼管　　

●内外面亜鉛メッキ鋼管　　○鉄筋コンクリ－ト管　　○コンクリートトラフ

○ケ－ブル外形の１．５倍以上を有する内径のものとし、配管種別は次による。

○ケ－ブル外形の１．５倍以上を有する内径のものとし、配管種別は次による。

〇自動点滅器（埋込型）

電気特記仕様書（２）

その他設計者代表となる設計者
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設計図
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一級建築士
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改修前・改修後　１階電気設備

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

既存のｺﾝｾﾝﾄに腰高ﾌﾟﾚｰﾄを

取り付けて1.6-2(MM1-A型)

でｺﾝｾﾝﾄ新設
既存のｺﾝｾﾝﾄ移設して
再使用

既存のｺﾝｾﾝﾄより配線
1.6-2C(MM1A型) EEF1.6-2C

MM1-A型
電気温水器用

100V1.1KW

EFF

EEF2.0-3C(MM1-A型）

※
既存電灯盤

MCB2P20Ax1個増設
(温水器用）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

2

記　号 名　称 備考

2

新設埋込ｺﾝｾﾝﾄ2P15Ax2 MM1用露出ﾎﾞｯｸｽ

既存ｺﾝｾﾝﾄ
既存ｺﾝｾﾝﾄに腰高
ﾌﾟﾚｰﾄ取付して
MM1配線

新設 ｼﾞｮｲﾝﾄﾎﾞｯｸｽ

既存煙感知器

新設火報感知器 差動式2種ｽﾎﾟｯﾄ型

露出丸ﾎﾞｯｸｽ取付

MM1-型配線

EM-EEF1.6-2C(MM1-A型）

特記なき配線は下記による。

AE

EM-EEF2.0-3C(MM1-A型）

EM-AE0.9-2C(MM1-A型）

照 明 器 具 姿 図

SP6 Ｈf32W-2灯形

L=500

20.6W

※ 機械はつり 25Φ L100～150

部屋名称 姿図符号

教材 SP6×６

特記なきは記号は下記による。

既存照明器具（そのまま）

既存照明器具

既存感知器

既存感知器

2

OB102x54(床9

2.0x2(E19)

埋込ｺﾝｾﾝﾄ2P15Ax2

(露出ﾎﾞｯｸｽ)H+500(約)

理科室実験机用ｺﾝｾﾝﾄ撤去

実験机

柱のｾﾝﾀｰに壁が出来るので
左側へ150mm程度移設

AE

EEF1.6-2C(MM1-A型）

撤去



本体：鋼板（高反射白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（プリズム）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

2

記　号 名　称

FL40×1

FL40×2

ｺﾝｾﾝﾄ-壁付

備考

照 明 器 具 姿 図

SP5 SP626.3WＨf32W-2灯形

L=500

Ｈf32W-2灯形 20.6W

L=500

新設

既存

既存

EM-EEF1.6-2C(MM1-A型）

特記なき配線は下記による。

特記なきは記号は下記による。

既存照明器具（そのまま）

部屋名称 姿図符号

特支
SP4×１

SP5×１

部屋名称 姿図符号

小３ SP4×１

既存のｺﾝｾﾝﾄに腰高ﾌﾟﾚｰﾄを

取り付けて1.6-2(MM1-A型)

でｺﾝｾﾝﾄ新設

既存のｺﾝｾﾝﾄに腰高ﾌﾟﾚｰﾄを

取り付けて1.6-2(MM1-A型)

でｺﾝｾﾝﾄ新設

設計図
構造一級建築士 設備一級建築士

第      号 第      号
DRAWING DATE.

BUSINESS NO.SCALE

TITLE検図 担当法適合設計者(確認者)管理建築士 その他設計者代表となる設計者 DRAWING NO.DRAWING NAME

一級建築士

第314057号
岡田　幸生

岡田　幸生
第314057号
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一級建築士
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中頓別町立中学校改修工事 2024.07
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改修前・改修後　２階電気設備
Ｅ-０４

照明器具の方向を90°変更



設計図

印 

構造一級建築士 設備一級建築士

第      号 第      号
DRAWING DATE.

BUSINESS NO.SCALE

TITLE検図 担当法適合設計者(確認者)管理建築士 その他設計者代表となる設計者 DRAWING NO.DRAWING NAME

一級建築士

第314057号
岡田　幸生

岡田　幸生
第314057号

一級建築士
一級建築士

1/200(A3 1／400)

中頓別町立中学校改修工事 2024.07
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改修前・改修後　３階電気設備
Ｅ－０５

特記なきは記号は下記による。

既存照明器具（そのまま）

記　号 名　称 備考

新設火報感知器 差動式2種ｽﾎﾟｯﾄ型

EM-EEF1.6-2C(MM1-A型）

特記なき配線は下記による。

AE

EM-EEF2.0-3C(MM1-A型）

EM-AE0.9-2C(MM1-A型）

既存火報感知器

新設埋込ｽｲｯﾁ 1P15Ax1

既存のｺﾝｾﾝﾄ

AE

2FF

AE

AE

90°回転EEF1.6-2C(MM1-A型）

撤去90°回転



設計図
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構造一級建築士 設備一級建築士

第      号 第      号
DRAWING DATE.

BUSINESS NO.SCALE

TITLE検図 担当法適合設計者(確認者)管理建築士 その他設計者代表となる設計者 DRAWING NO.DRAWING NAME

一級建築士

第314057号
岡田　幸生

岡田　幸生
第314057号

一級建築士
一級建築士

1/50(A3 1／100)

Ｅ-０６

中頓別町立中学校改修工事 2024.07.改修前・改修後　1階職員便所電気設備

男子トイレ

手洗

物入

4500

2480 2020

1
9
9
0

5
0
0

1
7
5
0

1
2
5
0

1
0
0
0

8
7
5

1
2
5

5
1
0
0

2
1
0
0

3
0
0

1
1
0
0

7
0
0

7
2
0
0

男子トイレ

女子トイレ

手洗

4500

2480 2020
2115 365

1
0
0
0

1
5
0

8
7
5

1
2
5

5
1
0
0

2
1
0
0

7
2
0
0

1
9
9
0

5
0
0

8
7
5

3
0
0
0

2
5
4
0

8
7
5

女子

更衣室
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拡散タイプ、天井直付型・壁直付型、コンセント付
カバー：プラスチック（乳白）
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更衣室

男子

更衣室

電気ﾊﾟﾈﾙﾋｰﾀｰ
200V1.0KW

EEF2.0-2C(電灯
EEF2.0-3C(ﾋｰﾀｰ)
EEF2.0-3C(ｺﾝｾﾝﾄ）
(MM1再使用）

既存電灯盤

既存電灯盤

SP1
SP1

SP2

SP3

SP3

SP3

部屋名称 姿図符号

男子トイレ
SP2×１

SP3×１

部屋名称 姿図符号

女子トイレ
SP1×１

SP3×２

SP1 SP2 SP3LED FL20W形 12W LED FL20W形LED Hf32W形 20.6W 11.6W

特記なき配線は下記による。

EM-EEF1.6-2C(MM1-A型）

EM-EEF2.0-3C(MM1-A型）

EEF2.0-2C(電灯
EEF2.0-3C(ﾋｰﾀｰ)
(MM1再使用）

ｺｰﾅｰﾎﾞｯｸｽ再利用

メタルモール配線の為ｺｰﾅｰﾎﾞｯｸｽ及び露出ﾎﾞｯｸｽを要所に

設置する

記　号 名　称

ｼﾞｮｲﾝﾄﾎﾞｯｸｽ

換気扇-天井付

埋込ｽｲｯﾁ

ﾉｽﾞﾙﾌﾟﾚｰﾄ(大穴)

備考

1P15Ax2

CT3.5-3C(余長0.7m）

電気Pﾋｰﾀｰに直結

撤去

再使用

工事区分

MM1・ｹｰﾌﾞﾙ・照明器具

配線器具

MM1-B型再使用

配線は撤去

FL20Wx1　露出型（再使用しない）

FL20Wx1　露出型（再使用しない）

撤去照明器具他

Ｓ

F
人感センサー 換気扇連動型

Ｓ

F

F
Ｓ

本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

2ET 2ET 2ET

MCB2P20Ax1個増設
(ｺﾝｾﾝﾄ用）

別途機械設備工事

SP1

SP1

換気扇撤去（別途機械設備）の為

電源の接続撤去

埋込ｽｲｯﾁ（ﾎﾞｯｸｽ）

ノズルプレート

PH

PH

PH

電気ﾊﾟﾈﾙﾋｰﾀｰ
200V1.0KW

既存電灯盤

SP1
SP1

SP2

SP3

SP3

SP3

F

F

MCB2P20Ax1個増設
(ｺﾝｾﾝﾄ用）

SP1

SP1

記　号 名　称

既存定温式スポット型感知器

備考

取外し-2個

撤去  -1個

AE0.9-2C(MM1-A型） 撤去

記　号 名　称

既存定温式スポット型感知器

備考

再取付-2個

AE0.9-2C(MM1-A型） 新設

改修後職員便所電灯設備図

改修前職員便所電灯設備図

男女更衣室に壁灯設置

MM1-A型配線

既存の電灯盤にMCB2P20Ax1個

増設

改修後職員便所自動火災報知設備図

改修前職員便所自動火災報知設備図

改
修
後

改
修
前
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一級建築士

第314057号
岡田　幸生

岡田　幸生
第314057号

一級建築士
一級建築士

1/50(A3 1／100)

中頓別町立中学校改修工事 2024.07.改修前・改修後　1階生徒便所電気設備

改
修
後

改
修
前

Ｅ-０７
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便所（女） 便所（男）
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暖房機

掃除用具

掃除用具

暖
房

機

40
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2
34

0
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※5

※1

※1

※1

2
28

0

300 300 300 300 60

240

3900 3000

多目的

トイレ

200

PS

PS200

PS

★

電気ﾊﾟﾈﾙﾋｰﾀｰ

1Φ200V0.5KW

AE

AE

AE

AE

女子便所(電気ﾋｰﾀｰ)4KW

女子便所(電気ﾋｰﾀｰ)2KW

男子便所(電気ﾋｰﾀｰ)4KW

男子便所(電気ﾋｰﾀｰ)2KW

女子便所(換気扇・ｺﾝｾﾝﾄ） 男子便所(換気扇・ｺﾝｾﾝﾄ）

ELB3P150A

MCB3P100A

MCB2P20Ax6

ブレーカー増設して再使用

既存電灯盤

記　号 名　称

既存ノズルプレート

既存定温式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器

備考

既存照明器具

既存照明器具

再使用
既存電灯盤 再使用

撤去

撤去

撤去

既存配線用ケーブルの撤去

VVF1.6-2C

VVF2.0-2C

撤去配線

【電灯】

【火報】

AE

AE

AE0.9-2C

AE0.9-4C

天井面・壁面取付専用
カバー：プラスチック（ホワイト）

女子便所(電気ﾋｰﾀｰ)4KW

女子便所(電気ﾋｰﾀｰ)2KW

男子便所(電気ﾋｰﾀｰ)4KW

女子手洗い(電気ﾋｰﾀｰ)2KW

男女便所(電灯）134W

ELB3P150A

MCB3P100A

MCB2P20Ax3個増設

男子便所(ｺﾝｾﾝﾝﾄ）1,280W 女子便所(ｺﾝｾﾝﾄ）960W

多目的便所(ｺﾝｾﾝﾄ 1,280W

1 2

3 4

5

A

SP2 LED Hf32W形 20.6W

本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

SP4 LED IL60W形

2ET

Ｓ

Ｓ

記　号 名　称

既存分電盤再使用

換気扇-天井付

照明器具(Hf36×1)

照明器具(ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ)

埋込ｺﾝｾﾝﾄ,2P15Ax2 ET付

熱線式自動ｽｲｯﾁ用ｾﾝｻ

ｾﾝｻｰ親機

備考

MCB2P20Ax4個増設

別途機械設備工事

新設

新設

新設 MM1にて立下げ配線

新設

新設

新設

F 換気扇連動型

ﾉｽﾞﾙﾌﾟﾚｰﾄ(大穴) CT3.5-3C(余長0.7m）
電気Pﾋｰﾀｰに直結

既存再使用

女子便所(ｺﾝｾﾝﾝﾄ）960W

6W

部屋名称 姿図符号

便所（男） SP2×２

部屋名称 姿図符号

手洗室 SP2×１

部屋名称 姿図符号

便所（女） SP2×２

部屋名称 姿図符号

手洗室 SP2×１

部屋名称 姿図符号

多目的トイレ SP4×２

既存定温式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器 既存再取付

VVF1.6-2C

VVF2.0-2C

新設配線

【電灯】

【火報】

AE

AE

AE0.9-2C

AE0.9-4C

コンセントの立下げ配線はMM1-A型（第1種せんぴ）

点線部は再使用

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

ＳＳ

Ｓ

Ｓ

1

A AE

SP2

F

AE
35

SP4SP4

SP4

F

SP2

F

AE

SP2

2ETF

2ET

2ET

SP2

2ET

2ET

2ET

2ET

2ET

2ET

2ET

2ET

SP2

SP2

AE

24

既存線に結線

そのまま そのまま

そのまま そのまま

多目的便所(電気ﾋｰﾀｰ)0.5KW

そのまま

そのまま
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TITLE検図 担当法適合設計者(確認者)管理建築士 その他設計者代表となる設計者 DRAWING NO.DRAWING NAME

一級建築士

第314057号
岡田　幸生

岡田　幸生
第314057号

一級建築士
一級建築士

1/50(A3 1／100)
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中頓別町立中学校改修工事 2024.07.改修前・改修後　2階生徒便所電気設備

改
修
後

改
修
前

２階トイレ平面図

２階トイレ平面図

便所（女）

手洗室

手洗室

便所（男）
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電機温水器

流シ台 流シ台

85
4
5
00

27
00

4
0

暖房機 暖房機
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4
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0
2
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電機温水器

暖房機 暖房機

流シ台 流シ台

58 3442 158436083

便所（男）

PS

TB
-1

3

4
0

15502008002251345 325

55
1530 250

トイレ

多目的
手洗室

1625

女子便所(電気温水器)5.5KW

女子便所(電気ﾋｰﾀｰ)4KW

男子便所(電気ﾋｰﾀｰ)4KW

男子便所(電気ﾋｰﾀｰ)2KW

女子便所(換気扇・ｺﾝｾﾝﾄ）

男子便所(換気扇・ｺﾝｾﾝﾄ）

ELB3P100A

MCB2P20Ax6

女子便所(電気ﾋｰﾀｰ)2KW

記　号 名　称

既存ノズルプレート

既存定温式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器

備考

既存照明器具

既存照明器具

再使用

既存電灯盤 再使用

撤去

撤去

撤去

既存配線用ケーブルの撤去

VVF1.6-2C

VVF2.0-2C

撤去配線

【電灯】

【火報】

AE

AE

AE0.9-2C

AE0.9-4C

天井面・壁面取付専用
カバー：プラスチック（ホワイト）

女子便所(電気温水器)5.5KW

女子便所(電気ﾋｰﾀｰ)4KW

男子便所(電気ﾋｰﾀｰ)4KW

男子便所(電気ﾋｰﾀｰ)2KW

男女便所(電灯）124W

ELB3P100A

女子便所(電気ﾋｰﾀｰ)2KW

1

2 男子便所(ｺﾝｾﾝﾄ) 960W

3

女子便所(ｺﾝｾﾝﾄ）1.28KW4

女子便所(ｺﾝｾﾝﾄ) 960W

MCB2P20Ax3個増設

部屋名称 姿図符号

便所（男） SP2×２

部屋名称 姿図符号

手洗室 SP2×１

部屋名称 姿図符号

便所（女） SP2×２

部屋名称 姿図符号

手洗室 SP2×１

2ET

Ｓ

Ｓ

記　号 名　称

既存分電盤再使用

換気扇-天井付

照明器具(Hf36×1)

照明器具(ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ)

埋込ｺﾝｾﾝﾄ,2P15Ax2 ET付

熱線式自動ｽｲｯﾁ用ｾﾝｻ

ｾﾝｻｰ親機

備考

MCB2P20Ax4個増設

別途機械設備工事

新設

新設

新設 MM1にて立下げ配線

新設

新設F 換気扇連動型

既存定温式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器 既存再取付

VVF1.6-2C

VVF2.0-2C

新設配線

【電灯】

【火報】

AE

AE

AE0.9-2C

AE0.9-4C

コンセントの立下げ配線はMM1-A型（第1種せんぴ）

SP2 LED Hf32W形 20.6W

本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

SP4 LED IL60W形 6W

点線部は再使用

5 多目的ﾄｲﾚ(ｺﾝｾﾝﾄ) 1,280WW
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ＳＳ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ
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F

2ET

2ET

2ET

4
4

1

2
F

F

3

2ET

2ET

2ET

2ETF

2ET

2ET

2ET

既存線に結線

2

そのまま そのまま

電気ﾋｰﾀｰ用撤去

そのまま そのまま

そのまま

電気ﾊﾟﾈﾙﾋｰﾀｰ

1Φ200V0.5KW

女子便所ﾋｰﾀｰ

回路と同じ
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